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福井河川国道事務所

大野油坂道路で現場見学会を開催しました
お お の あ ぶ ら さ か ど う ろ

〜中部縦貫自動車道 大野油坂道路を大野市区長連合会が見学〜
ちゆう ぶ じゆうかん じ どうしやどう おお の あぶらさかどう ろ

中部縦貫自動車道大野油坂道路は、福井県大野市中津川から福井県大野市東市布を
お お の なかつがわ お お の ひがしいちぬの

結ぶ約３５kmの自動車専用道路で、広域交通の円滑化を図ることを目的とし、現在整備を進
めています。
令和２年１１月５日に、大野市区長連合会の方々に大野油坂道路の和泉インターチェンジ

い ず み

(仮称)周辺の工事現場を見学していただきました。

○中部縦貫自動車道大野油坂道路のうち、大野インターチェンジ～和泉インターチェンジ(仮
称)〔延長１９．５ｋｍ〕については、令和４年度の開通を目指して現在整備を進めています。

○新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、今年度は現場見学会の開催が限定的となっ
ていることから、地域住民の代表である区長の皆様方に現在の進捗状況を確認していた
だくとともに、道路事業への理解を深めていただくことを目的に開催いたしました。

○大野油坂道路の概要
・事業区間 福井県大野市中津川～福井県大野市東市布
・事業延長 ３５ｋｍ
・車 線 数 ２車線

○見学会の概要
・開 催 日 令和２年１１月５日(木)
・開催場所 和泉インターチェンジ(仮称)周辺のトンネル・橋梁建設現場
・見 学 者 大野市区長連合会の７名

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 福井県政記者クラブ

＜問合せ先＞
国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所

副所長 宇佐美 光博（うさみ みつひろ）
事業対策官 本 田 明 （ほんだ あきら）

ＴＥＬ ０７７６－３５－２７５１（工務第二課ダイヤルイン）
ＦＡＸ ０７７６－３５－７６７９



【国道１５８号 大野油坂道路の概要】

中部縦貫自動車道は、長野県松本市を起点に飛騨、奥越地方を通過し、福井県に至

る約１６０ｋｍの高規格幹線道路（自動車専用道路）であり、中央自動車道長野線、東海

北陸自動車道、北陸自動車道を相互に連絡して広域交通の円滑化を図ることを目的と

しています。

大野油坂道路は、中部縦貫自動車道の福井県域を構成し、高速道路ネットワークの

形成、異常気象時の交通の確保、文化・地域の資源を生かした地域の活性化を目的と

した自動車専用道路です。

【位置図】

【標準断面図】

大野油坂道路

【土工部】

【トンネル部】

【橋梁部】
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まつ もと ひ だ おく えつ

【事業の概要】

区間

大野油坂道路 大野油坂道路 大野油坂道路

【大野･大野東区間】 【大野東･和泉区間】 【和泉・油坂区間】

（起）福井県大野市中津川 （起）福井県大野市下唯野 （起）福井県大野市貝皿

（終）福井県大野市下唯野 （終）福井県大野市貝皿 （終）福井県大野市東市布

道路延長 5.5km 14.0km 15.5km

構造規格 第1種4級 第1種4級 第1種4級

設計速度 60km/ｈ 60km/ｈ 60km/ｈ

車線数 2車線 2車線 2車線

標準幅員 13.0m 13.0m 13.0m

おおの なかつがわ

おおの しもゆいの

おおの しもゆいの

おおの かいざら

おおの かいざら

おおの ひがしいちぬの

区間 【大野・大野東区間】 【大野東・和泉区間】 【和泉・油坂区間】

事業化 平成27年度 平成20年度 平成24年度

用地着手 平成30年度 平成24年度 平成26年度

工事着手 令和元年度 平成26年度 平成29年度

【主な事業の経緯】

現場見学箇所
和泉ＩＣ(仮称)付近



番号 工事名 工期 受注者 工事内容

① 和泉トンネル貝皿地区工事 H31.1.12～R4.3.25 アイサワ工業（株） トンネル掘削L=1,440m他

② 石徹白川橋上部工事 H31.1.19～R2.11.30 （株）駒井ハルテック 鋼橋上部工：404ｔ他

※IC名、トンネル名等の構造物名は全て仮称

Ｎ

ａ：和泉ＩＣ(仮称)イメージパース ｂ：川合地区イメージパース

石徹白川橋
石徹白川橋

和泉トンネル

和泉ＩＣ

川合トンネル

ａ：和泉ＩＣ(仮称)：１０月末 ｂ：川合地区：１０月末

石徹白川橋

川合トンネル

石徹白川橋

和泉トンネル

和泉ＩＣ

ａ

ｂ

【和泉ＩＣ(仮称)周辺：現場稼働状況】



①事業概要説明

②工事説明(和泉トンネル貝皿工区)

【オリジナル動画による工事説明】 【和泉トンネル坑内】

【工事概要掲示板による工事説明】

【参加者の感想】
・地質状況の把握やトンネル掘削技術の進歩に驚いた。


